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●市花　はまゆう

●市章

●市木　ウバメガシ ●市鳥　メジロ

「ムロト」を図案化している。
△形はムを表わすとともに市の地形を表現し、更に太平洋に
突出したる尖鋭な室戸岬を。外側の円形はロを表わし、市の団
結と円満を象徴。左右に出ているのはトを表わすとともに市の
飛躍発展を表象。



ご
あ
い
さ
つ

　
室
戸
市
は
、高
知
県
東
部
に
位
置
す
る

ま
ち
で
す
。総
面
積
は
2
4
8・3
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
で
、逆
三
角
形
を
描
い
て
太
平
洋

に
突
出
し
て
い
る
半
島
で
す
。

　
こ
の
突
き
出
し
て
い
る
室
戸
岬
を
挟
ん

で
、東
側
で
ダ
ル
マ
朝
日
を
、西
側
で
ダ
ル
マ

夕
日
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
市
内
に
は
四
国
霊
場
八
十
八
カ
所
の
う

ち
3
つ
の
札
所
が
あ
り
、全
国
か
ら
た
く
さ

ん
の
お
遍
路
さ
ん
が
訪
れ
ま
す
。室
戸
市

の
あ
ち
こ
ち
に
は
、弘
法
大
師
空
海
の
修
行

地
伝
説
が
残
って
い
ま
す
。

　
ま
た
、
20
年
以
上
前
か
ら
海
洋
深
層
水

を
取
水
。飲
料
水
や
食
品
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
利
用
が
広
が
って
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、室
戸
は
豊
富
な
食
材
に
恵
ま

れ
、新
鮮
な
魚
介
類
や
お
い
し
い
農
産
物
が

収
穫
さ
れ
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
を
も
つ
室
戸
市
で
は

平
成
23
年
、室
戸
ジ
オ
パ
ー
ク
が
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。室
戸
の
地
域

資
源
を
活
用
し
、産
業
や
観
光
の
振
興
は
も

ち
ろ
ん
、教
育
や
防
災
、持
続
的
な
経
済
の

発
展
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
室
戸
市
は
将
来
像
を
、「
室
戸
の
自
然
や

資
源
を
活
か
し
た
産
業
の
振
興
と
、こ
れ
ま

で
育
ん
で
き
た
歴
史
や
文
化
を
大
切
に
し
、

健
康
で
心
豊
か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
」と
定
め
、こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
さ
ん
と

協
働
し
て
、一
つ
で
も
多
く
自
慢
す
る
こ
と

が
で
き
る
室
戸
を
目
指
し
ま
す
。
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室戸市長　小 松  幹 侍
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ー
ト
が
沈
み
込
ん
で
い
ま
す
。南
海
ト
ラ

フ
の
堆
積
物
が
次
々
に
陸
側
に
押
し
つ
け

ら
れ
て
深
海
で
大
地
が
形
成
さ
れ
続
け

て
お
り
、か
つ
て
海
底
に
あ
っ
た
堆
積
物

が
陸
地
に
現
れ
て
い
ま
す
。

　

室
戸
ジ
オ
パ
ー
ク
で
は
、自
然
環
境
や

災
害
を
受
け
入
れ
な
が
ら
海
や
山
の
恵

み
を
受
け
取
っ
て
き
た
生
き
様
を
伝
え

て
い
ま
す
。そ
の
代
表

例
と
し
て
、吉
良
川
の

町
並
み
、台
地
農
業
、

そ
し
て
大
敷
網
や
金

目
鯛
漁
、か
つ
て
は
近

海
で
行
わ
れ
て
い
た

古
式
捕
鯨
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。ま

た
、こ
の
よ
う
な
遺
産
は
、現
在
に
お
い

て
も
最
先
端
の
研
究
対
象
と
し
て
の
価

値
も
高
く
、地
質
学
・
地
理
学
・
生
物

学
・
社
会
学
な
ど
の
研
究
者
や
学
生
が

度
々
訪
れ
る
場
所
と
な
って
い
ま
す
。

 

ジ
オ
パ
ー
ク
を
活
か
す
市
民

　

ジ
オ
パ
ー
ク
は
主
体
的
な
市
民
の
活

動
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。世
界

ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
る
前
か
ら
、市

民
に
よ
っ
て
ガ
イ
ド
団
体
が
設
立
さ
れ
、

持
続
的
な
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、高
知
県
立
室
戸
高
校
で
は
ジ
オ

パ
ー
ク
学
が
平
成
23
年
よ
り
選
択
制
の

科
目
と
し
て
履
修
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
平
成
24
年
11
月
に
開
催
さ
れ

ジ
オ
パ
ー
ク
と
は

　
ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
、地
形
や
地

質
な
ど
の
自
然
遺
産
の
み
な
ら

ず
文
化
や
歴
史
な
ど
の
文
化
遺

産
も
含
み
ま
す
。そ
し
て
、こ
れ

ら
の
遺
産
を
保
護
だ
け
で
な
く

教
育
・
研
究
・
観
光
な
ど
に
有

機
的
に
結
び
つ
け
て
活
用
す
る

こ
と
で
、地
域
の
持
続
的
な
発

展
に
つ
な
げ
る
の
が
ジ
オ
パ
ー
ク

の
目
的
で
す
。室
戸
市
は
、遺
産

の
価
値
の
み
な
ら
ず
、住
民
参

加
に
よ
る
ジ
オ
パ
ー
ク
を
徹
底

的
に
活
か
し
た
取
り
組
み
が
高

く
評
価
さ
れ
て
、平
成
23
年
9

月
に「
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
」の
認

定
を
受
け
ま
し
た
。

 　
　生

ま
れ
た
て
の
大
地

　

室
戸
半
島
は
、海
の
プ
レ
ー
ト
で
あ
る

フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
の
沈
み
込
み
に

よ
って
大
地
が
地
震
を
と
も
な
い
な
が
ら

隆
起
し
て
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
隆

起
量
は
世
界
で
も
有
数
の
速
度
で
、室

戸
岬
で
の
研
究
に
よ
る
と
1
〜
２
m/

千

年
で
す
。室
戸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
沖
合

1
4
0 

km
先
で
は
、フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ

室
戸
の
す
べ
て
が
ジ
オ
パ
ー
ク

生
ま
れ
た
て
の

大
地
に
出
会
う
。

2008（平成20）年6月
　　  室戸ジオパーク推進協議会を設立
2008（平成20）年12月8日
　　  日本ジオパークに認定される
2011（平成23）年9月18日
　　  世界ジオパークに認定される
2012（平成24）年11月
　　  第3回日本ジオパーク全国大会（室戸大会）を開催

●室戸ジオパーク沿革

室戸ジオパー
ク

ジオパーク・ガイド
室戸ジオパークの中心となる室戸岬サイ
トでは、室戸ジオパークインフォメーション
センターが窓口となって、新たな観光資
源をPRするべく熱心なガイドが行われて
います。現在、27～68歳までの市民、
46人がガイドとして登録しています。地
元への愛情あふれる温かい解説が観光
客に好評を博しています。

た
第
3
回
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
全
国
大
会

（
室
戸
大
会
）で
は
、市
民
に
よ
る
道
路

清
掃
や
市
民
参
加
で
運
営
さ
れ
て
い
る

室
戸
ジ
オ
パ
ー
ク
に
対
し
、参
加
者
か
ら

高
い
評
価
を
頂
き
ま
し
た
。

 

こ
れ
か
ら
の
室
戸
ジ
オ
パ
ー
ク

　

今
後
、室
戸
ジ
オ
パ
ー
ク
は
経
済
へ
の

波
及
効
果
や
地
域
活
性
化
を
課
題
と
し

て
、拠
点
交
流
施
設
の
整
備
や
室
戸
市

内
の
周
遊
観
光
の
拡
大
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、国
内
外
の
ジ
オ
パ
ー
ク
や
ジ
オ
パ

ー
ク
を
準
備
す
る
地
域
と
互
い
に
連
携

し
な
が
ら
、室
戸
と
ジ
オ
パ
ー
ク
の
魅
力

を
世
界
中
に
発
信
し
ま
す
。そ
し
て
、室

戸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動
を
通
じ
た
持
続

可
能
な
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
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水産加工施
設

金目鯛の
水揚げ

水産業

　

か
つ
て
捕
鯨
で
栄
え
た
室
戸

市
で
は
、遠
洋
漁
業
、金
目
鯛
漁

と
移
り
変
わ
り
な
が
ら
、海
の
恵

み
を
活
か
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
漁

業
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

伝
統
的
な
漁
法
で
あ
る
定
置

網
漁
は
現
在
も
盛
ん
で
、市
内
の

佐
喜
浜
、椎
名
、三
津
、高
岡
、羽

根
に
お
い
て
、サ
バ
、ブ
リ
、ア
ジ

な
ど
が
水
揚
げ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、こ
れ
ら
豊
か
な
海
産
物

を
活
か
し
た
水
産
加
工
や
、室
戸

海
洋
深
層
水
を
使
っ
た
ス
ジ
ア

オ
ノ
リ
の
養
殖
な
ど「
つ
く
り
育

て
る
漁
業
」に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

大敷網での
水揚げ

スジアオノ
リ

の養殖

◆水揚総量と総額
水揚量（t）年度（平成） 水揚額（千円）

17,120
14,531
13,092

21
22
23

8,867,504
6,560,586
6,406,240

◆魚種別水揚量

魚種
平成21年度

水揚量（t）

1,788.8
1,324.0
814.0

めじか
ぶり
あじ

第1位
第2位
第3位

魚種
平成22年度

水揚量（t）

3,047.0
1,298.2
1,279.3

めじか
ぶり
さば

魚種
平成23年度

水揚量（t）

1,952.3
1,570.5
1,505.2

さば
ぶり
めじか

◆漁業種別水揚量

水揚総量（t）
沿岸
水揚総額（千円）

4,467,749
3,427,682
3,355,526
11,250,957

10,225
9,230
8,160
27,615

21
22
23
合計

水揚総量（t）
近海
水揚総額（千円）

1,415,390
1,357,814
1,309,039
4,082,243

2,409
2,410
2,447
7,266

水揚総量（t）
遠洋
水揚総額（千円）

2,984,365
1,775,090
1,741,675
6,501,130

4,486
2,891
2,485
9,862

千両

水晶文旦他
柑橘類の生

産

土佐備長炭

農業
　

室
戸
市
で
は
、ビ
ワ
、ポ
ン
カ

ン
、文
旦
な
ど
の
果
樹
を
は
じ

め
、西
山
台
地
の
金
時
芋
な
ど
、

温
暖
な
気
候
を
利
用
し
た
農
作

物
の
栽
培
が
盛
ん
で
す
。

　

ま
た
、施
設
園
芸
も
盛
ん
で
、

近
年
で
は
室
戸
海
洋
深
層
水
を

使
っ
た
ナ
ス
な
ど
の
栽
培
も
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

西山金時芋

◆林業就業者数
総数（人）年度（平成） 女（人）

62
61
78

21
22
23

15
15
18

男（人）

47
46
60

◆土佐備長炭粗生産額
生産量（t）年度（平成） 生産額（千円）

384
424
455

21
22
23

127,960
141,400
151,553

◆主な野菜・果実・花卉の出荷額

出荷量（t）
ナス
販売額（百万円）園芸年度

区分

672.4
637.3
568.7
642.7

2,707.0
2,352.8
2,336.2
2,319.3

平成21
平成22
平成23
平成24

出荷量（t）
キュウリ

販売額（百万円）

126.6
111.4
87.2
100.7

517.0
412.0
387.0
324.0

出荷量（t）
ユズ
販売額（百万円）

103.6
114.4
82.9
81.1

502.6
625.9
448.3
438.8

出荷量（t）
千両
販売額（百万円）

69.1
65.6
75.6
102.2

59.4
51.1
51.4
56.7

深層水なす
栽培

○室戸海洋深層水なす
海洋深層水を根や葉に散布して
栽培したナスで、主に羽根町と
吉良川町のナス農家約40戸が栽
培しています。

○千両
赤い実が美しい、正月の縁起物として欠かせない切
り枝。室戸市は高知県内でも有数の生産地です。

○水晶文旦他柑橘類の生産
柑橘類の栽培の中でも水晶文旦は、吉良川町の戸梶
清氏が昭和27（1952）年頃、晩王柑と土佐文旦との
交配により育成したものです。

○西山金時芋
鮮やかで、きれいな赤色が特徴で、他の
芋と比べて味わいが豊かで甘くておい
しいと評判です。

製炭業
　

日
本
三
大
備
長
炭
の
一
つ
で
あ
る
土

佐
備
長
炭
は
、と
て
も
良
質
で
、県
内
で

も
有
数
の
産
地
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
木
炭
は
大
き
く
分
類
す
る
と
、「
白
炭
」と「
黒
炭
」

の
2
種
に
分
け
ら
れ
、白
炭
の
60
％
以
上
が
室
戸
市

で
製
炭
さ
れ
て
い
ま
す
。明
治
末
期
よ
り
近
隣
の
山

に
自
然
生
育
し
て
い
る
馬
目
樫
の
原
木
を
使
っ
て

製
炭
し
、土
佐
備
長
炭
と
し
て
大
阪
方
面
に
出
荷

し
、町
は
大
き
く
栄
え
ま
し
た
。

年度（平成）



　
室
戸
市
で
は
子
育
て
支
援
と
し

て
、幼
児
の
医
療
費
や
多
子
世
帯

の
保
育
料
を
無
料
化
す
る
と
と
も

に
、保
護
者
の
交
流
や
保
育
士
を

配
置
し
た
相
談
の
場
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、高
齢
者
福
祉
と
し
て
、

「
い
き
い
き
１
０
０
歳
体
操
」や

「
げ
ん
き
ク
ラ
ブ
」な
ど
の
、介
護

予
防
教
室
の
実
施
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
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国際交流
ポートリンカー

ン市訪問

いきいき
100歳体操

高校生実習
風景

げんきクラ
ブ

子育てひろ
ば

教育福祉

　

さ
ら
に
、子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
が
健
康
な
生
活
を

送
る
た
め
、「
総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」等
を
活

用
し
、健
康
増
進
を
図
っ
て

い
ま
す
。

防災
　
室
戸
市
で
は
、近
い
将
来
に
起

こ
る
と
さ
れ
る
南
海
地
震
対
策

を
は
じ
め
、災
害
対
策
に
力
を
入

れ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
防
災
倉
庫
や
ヘ

リ
ポ
ー
ト
を
備
え
た
防
災
公
園

を
整
備
。現
在
、市
内
各
所
に
津

波
避
難
路
等
の
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
今
後
は
、津
波
避
難
タ
ワ
ー
の

建
設
を
進
め
る
と
と
も
に
、防
災

訓
練
や
自
主
防
災
組
織
の
育
成

に
取
り
組
み
、防
災
意
識
の
さ
ら

な
る
普
及
啓
発
に
努
め
ま
す
。防災公園

津波避難路

津波避難訓
練防災訓練

◆児童数の推移（保育）
公立年度（平成） 計

117
125
119

22
23
24

336
355
335

市立

219
230
216

（4月1日現在（人））

◆児童数の推移（小学校）
校数年度（平成） 児童総数（人）

8
8
8

22
23
24

556
514
498

学級数

48
49
48

（4月1日現在）

◆生徒数の推移（中学校）
校数年度（平成） 児童総数（人）

6
5
5

22
23
24

328
318
279

学級数

27
25
21

（4月1日現在）

生徒総数（人）
定時制全日制定時制全日制

◆生徒数の推移（室戸高校）
学級数

年度（平成）

8
7
6

22
23
24

18
20
16

4
4
4

242
206
191

（4月1日現在）

国際交流
（田植え体

験）

海亀の放流

ジオパーク
学

　
室
戸
市
内
の
各
小・中・高
校
で

は
、「
確
か
な
学
力
」「
生
き
る
力
」を

身
に
つ
け
る
べ
く
、豊
か
な
人
間

性
を
育
む
教
育
の
実
践
に
努
め
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

ポ
ー
ト
リ
ン
カ
ー
ン
市
と
友
好
都

市
提
携
し
て
、互
い
に
生
徒
の
派

遣
な
ど
を
実
施
。ホ
ー
ム
ス
テ
イ

な
ど
の
貴
重
な
体
験
教
育
を
推
進

し
て
、次
世
代
の
人
材
育
成
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、室
戸
高
校
に
お
い
て

は
室
戸
市
な
ら
で
は
の
教
育
と
し

て
、地
質・歴
史・理
科・観
光・産
業

振
興
な
ど
を
総
合
的
に
学
ぶ
ジ
オ

パ
ー
ク
学
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

◆消防団の状況
車 両・ポ ン プ 配 備 状 況 水 利

283

団員数

10

消防ポンプ
自動車

5

小型ポンプ
付積載車

8

防災用
積載車

1

多機能車

14

小型ポンプ
（B-2級）

10

小型ポンプ
（C-1級）

564

消火栓
（公設）

176

防火水槽

（平成25年3月末）



光
線
の
届
か
な
い
深
海
を
移
動
し
て

い
る
た
め
、浅
い
海
に
あ
る
表
層
水

と
は
異
な
る
次
の
よ
う
な
性
質
を

持
って
い
ま
す
。

　
●
チ
ッ
ソ
や
リ
ン
、ケ
イ
酸
な
ど
の
ミ
ネ

　

ラ
ル
分
が
植
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
に

　

消
費
さ
れ
ず
、バ
ラ
ン
ス
よ
く
含
ま

　

れ
て
い
る
。

●
有
機
物
や
微
生
物
が
少
な
く
、清
浄

　

性
に
優
れ
て
い
る
。

●
年
間
通
じ
て
約
9
度（
取
水
時
は

　

10
〜
12
度
）と
低
温
を
保
つ
。

●
長
い
年
月
、高
い
水
圧
の
も
と
に
あ

　

り
、熟
成
さ
れ
て
い
る
。　

研
究
か
ら
商
品
開
発
、観
光
ま
で
、

深
海
の
恵
み
を
幅
広
く
利
用

　

室
戸
市
で
は
、平
成
元
年
に
日

本
で
初
め
て
と
な
る
海
洋
深
層
水

研
究
施
設
が
設
立
さ
れ
、研
究
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

研
究
の
進
展
と
と
も
に
商
品
化

が
進
み
、よ
り
多
く
の
企
業
に
室
戸

海
洋
深
層
水
を
供
給
す
る
た
め
、

平
成
12
年
に
日
本
初
の
給
水
タ
ー

ミ
ナ
ル「
室
戸
海
洋
深
層
水
ア
ク
ア

フ
ァ
ー
ム
」を
設
立
し
ま
し
た
。1
日

4
，0
0
0
㎥
を
取
水
し
1
0
0
社

を
超
え
る
企
業
に
給
水
す
る
と
と

も
に
、室
戸
海
洋
深
層
水
に
関
す
る

紹
介
や
商
品
の
展
示
な
ど
を
行
って

い
ま
す
。

室戸市ディープシーワールド

アクアファーム

深層水アワビ

星野リゾート ウトコ  オーベルジュ＆スパ

シレストむろと

室戸海洋深層水商品

可
能
性
あ
ふ
れ
る
資
源
を

日
本
で
先
駆
け
て
研
究・開
発 

　

室
戸
市
は
全
国
に
先
駆
け
、海

洋
深
層
水
の
取
水
・
研
究
・
商
品

開
発
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

海
洋
深
層
水
と
は
水
深

2
0
0
m
よ
り
も
深
い
海
に
あ

り
、長
い
年
月
を
か
け
て
ゆ
っ
く
り

循
環
す
る
水
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

　

室
戸
岬
の
東
側
の
沖
合
い
に
は

大
陸
棚
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、急
激

に
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。こ
の
崖
に

沿
って
急
角
度
で
湧
き
上
が
って
く

る「
湧
昇
流
」を
と
ら
え
て
室
戸
海

洋
深
層
水
は
取
水
さ
れ
ま
す
。　

　

海
洋
深
層
水
は
長
期
間
、太
陽

　

平
成
18
年
に
は
健
康
増

進
施
設
と
リ
ゾ
ー
ト
施
設

を
含
め
た「
室
戸
市
デ
ィ
ー

プ
シ
ー
ワ
ー
ル
ド
」が
整
備

さ
れ
、海
洋
深
層
水
が
観

光
や
健
康
増
進
へ
活
用
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、水
産
利
用
と
し

て
ス
ジ
ア
オ
ノ
リ
や
ア
ワ
ビ
、

海
藻
の
養
殖
等
が
行
わ
れ

て
お
り
、今
後
も
様
々
な
分

野
へ
の
利
活

用
が
期
待

さ
れ
て
お
り

ま
す
。

◆高知県の深層水関連企業数と
　商品売上の推移

平成21年 平成22年 平成23年

150

120

90

60

30

0

118
12,640

118
12,737 122

13,618
15,000

12,000

9,000

6,000

3,000

0

（百万円）（社）
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◆工業の概要
経営組織別事業所数 従 業 者 数区分

年度
（平成）
20
21
22

常用労働者
計（人）

424
403
417

総数（人）

440
419
429

個人事業主家族従業者数
計（人）

16
16
12

総数

27
25
25

製造品出荷額等

総額（万円）

1,818,576
1,092,556
1,283,148

富士鍛工㈱
室戸工場

㈱山崎機械

製作所室戸
工場廣瀬鉄工業

㈱

㈱泉井鐵工
所

製造業室戸
海洋深層水

工 業

　

室
戸
市
の
地
場
産
業
と
し
て
、

室
戸
海
洋
深
層
水
を
使
っ
た
飲

料
水
や
化
粧
品
、食
品
な
ど
の
深

層
水
関
連
商
品
を
主
体
と
し
て
、

地
域
の
資
源
を
活
か
し
た
商
品

づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
遠
洋
漁
業
で
栄
え
、こ
こ
に

根
付
く
工
業
の
特
徴
の
ひ
と
つ
に
、海

洋
に
関
連
し
た
船
舶
機
械
の
製
造
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、型
打
鍛
造
品
や
ロ
ー
リ
ン
グ

鍛
造
品
を
製
造
す
る
工
場
も
あ
り
、室

戸
市
の
工
業
を
支
え
て
い
ま
す
。

㈱浅川自然食品
工業

マリンゴールド
㈱

室戸海洋深層
水㈱

ダイドー・タケナ
カ

ビバレッジ㈱

赤穂化成㈱
深層水事務

所

室戸マリンフー
ズ㈱
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観光

　

室
戸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
認
定
に
よ
る
追
い
風
を
受

け
、観
光
施
設
の
整
備
な
ど
、さ
ら

な
る
観
光
振
興
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

太
平
洋
を
一
望
で
き
る
中
岡
慎

太
郎
像
上
の
展
望
台
、室
戸
ド
ル

フ
ィ
ン
セ
ン
タ
ー
の
プ
ー
ル
や

シ
ャ
ワ
ー
、更
衣
室
を
備
え
た
事

務
所
、さ
ら
に
重
要
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
に
は
、ま
ち
な
み

拠
点
施
設
も
新
設
し
、さ
ら
な
る

交
流
人
口
の
拡
大
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

室戸ドルフィ
ン

センター

吉良川のまち
なみ

室戸岬灯台

恋人の聖地 キラメッセ室
戸

鯨館

イルカとの触れ合いが楽しめる体験施設

室戸岬から太平洋を一望できる展望台

日本最大級のレンズを有する
白亜の灯台

骨格標本や模型によるクジラの生態、室戸の文化と歴史を紹介

御厨人窟

四国霊場第
24番札所

最御崎寺

四国霊場第
25番札所

津照寺

◆文化財
名　　　　称指定別 指定年月種別

木造・薬師如来坐像
木造・月光菩薩立像
石造・如意輪観音半伽像
木造・阿弥陀如来座像
板彫・真言八祖像
銅像観音菩薩立像
漆塗台盤
銅鐘
金銅密教法具
金銅旅壇具
大毘盧遮那経・金剛頂経
室戸岬
室戸岬亜熱帯性樹林及び海岸植物群落

国指定
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

明 44.8
〃
〃
〃

大  3.4
昭 32.2
平 6.12
明 44.8
昭 31.6
昭 31.6
昭 43.4
昭  3.6
昭  3.3

彫刻
〃
〃
〃
〃
〃

工芸品
〃
〃
〃

典籍

重文
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

名勝
天然記念物

名　　　　称指定別 指定年月種別
吉良川の御田祭
室戸市吉良川町伝統的建造物群保存地区
佐喜浜の経塚
虚空蔵菩薩坐像懸仏
木造・十一面観音立像
金剛頂寺の仏画
ヤッコソウ自生地
吉良川の「ボウラン」
シットロト踊り
椎名の太刀踊り
中川内の獅子舞
室戸市佐喜浜八幡宮古式行事

国指定
国選定
県指定
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

昭 52.5
平 9.10
昭 28.1
平 11.4
平 15.3
平 17.4
昭27.10
昭 29.7
昭 38.7
昭 40.6
昭 44.8
昭 59.3

重要無形民俗
重要伝統的建造物群保存地区

史跡
工芸
彫刻
絵画

天然記念物
〃

無形民俗
〃
〃
〃

四国霊場第
26番札所

金剛頂寺

土佐室戸勇魚太
鼓

佐喜浜にわか御田八幡宮秋
祭り 中川内の獅

子舞

　

室
戸
市
に
は
、最
御

崎
寺
、津
照
寺
、金
剛
頂

寺
の
三
つ
の
四
国
霊
場

が
あ
り
、古
来
よ
り
多

く
の
遍
路
が
巡
礼
の
旅

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

室
戸
は「
若
き
弘
法

大
師
が
修
行
し
、悟
り

を
開
い
た
地
」と
言
わ

れ
、「
御
厨
人
窟
」や「
行

水
の
池
」、「
目
洗
い
の

池
」、「
一
夜
建
立
の
岩

屋
」な
ど
の
空
海
に
ま

つ
わ
る
ス
ポ
ッ
ト
が
数

多
く
あ
り
ま
す
。

　

か
つ
て
古
式
捕
鯨
や

遠
洋
漁
業
の
基
地
と
し

て
栄
え
、土
佐
備
長
炭

の
産
地
と
し
て
も
知
ら

れ
た
室
戸
。い
ま
も
多

彩
な
文
化
が
息
づ
い
て

お
り
、ほ
か
の
地
域
で

は
見
ら
れ
な
い
個
性
的

な
祭
事
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

漁
師
た
ち
が
漁
業
ゆ

か
り
の
約
30
ヵ
所
を
訪

ね
て
踊
る「
シ
ッ
ト
ロ

ト
踊
り
」、土
佐
漆
喰
と

水
切
り
瓦
が
並
ぶ
町
並
み
を
鮮
や
か
な
花
台

が
巡
る「
御
田
八
幡
宮
秋
祭
」、社
会
風
刺
を

織
り
込
ん
だ
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
寸
劇「
に

わ
か
」な
ど
の
伝
統
が
次
世
代
に
引
き
継
が

れ
て
い
ま
す
。

空海伝説

伝統文化

◆観光入込客数
入込客数（人）年（平成）

461,964
487,261
531,876

22
23
24

イベントカレンダーベントカレンダー

シットロト踊
り

●
室
戸
市
春
の
観
光
び
ら
き

●
室
戸
２
０
０
０
本
桜
祭
り

●
室
戸
春
ま
つ
り

●
室
戸
と
ん
が
り
市

●
御
田
祭

●
室
戸
の
日

●
ふ
る
さ
と
室
戸
ま
つ
り

●
シ
ッ
ト
ロ
ト
踊
り（
旧
暦
６
月
１０
日
）

●
御
田
八
幡
宮
秋
祭
り

●
佐
喜
浜
八
幡
宮
秋
祭
り

●
室
戸
岬
健
康
マ
ラ
ソ
ン

●
室
戸
岬
灯
台
ま
つ
り

●
室
戸
市
産
業
祭

●「
恋
人
の
聖
地・室
戸
岬
」

　
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト

1月2月3月4月5月6月7月8月9月10月11月12月
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室戸の自然や資源を活かした産業の振興と、
これまで育んできた歴史や文化を大切にし、
健康で心豊かに安心して暮らせるまち

将来像

室戸市総合振興計画

産
業
振
興
と
雇
用
の
確
保

1
農
林
水
産・商
工
観
光・雇
用・企
業
誘
致

健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り

2
保
健・医
療・福
祉

心
身
と
も
に
健
や
か
な
子
ど
も
の
育
成

3
教
育・ス
ポ
ー
ツ・文
化

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

4
防
災・交
通・情
報
通
信

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
地
域
社
会
づ
く
り

5
人
権

暮
ら
し
良
い
生
活
環
境
づ
く
り

6
生
活
環
境

健
全
な
行
財
政
基
盤
の
確
立

7
行
財
政

将来像実現のための
7つの施策の大網

農
業
の
振
興

林
業
の
振
興

水
産
業
の
振
興

商
工
業
の
振
興

観
光
の
振
興
と
交
流
人
口
の
拡
大

海
洋
深
層
水
の
有
効
活
用

企
業
誘
致
の
推
進
と
雇
用
の
促
進

1234567
健
康
づ
く
り
の
推
進

医
療
の
充
実

高
齢
者
福
祉・介
護
保
険
の
充
実

障
害
者
福
祉
の
充
実

母
子・父
子・寡
婦
福
祉
の
充
実

地
域
福
祉
の
充
実

123456
保
育・学
校
教
育
の
充
実

生
涯
学
習
の
充
実

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実

伝
統
文
化
の
活
用・継
承

青
少
年
の
健
全
育
成

12345
防
災
対
策
の
充
実

道
路
の
整
備
促
進

情
報
化
社
会
の
構
築

公
共
交
通
の
利
用
促
進

港
湾
の
整
備

12345
人
権
啓
発
事
業
の
推
進

人
権
教
育
の
推
進

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進

123
生
活
環
境
の
改
善

循
環
型
社
会
の
形
成
の
促
進

上
水
道
な
ど
の
整
備
促
進

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用

1234
市
政
運
営
の
改
革

行
政
運
営
の
改
革

財
政
運
営
の
改
革

組
織
の
改
革・人
材
の
育
成

1234

高知県愛媛県

徳島県

香川県

室戸市

資料

〈人口の推移〉
◆国勢調査人口、世帯

世帯数（戸）調査年

8,240
8,155
7,906
7,574
6,996

平成  2年
平成  7年
平成12年
平成17年
平成22年

男（人）

11,050
10107
9,146
8,239
7,177

女（人）

12,258
11,323
10,326
9,251
8,033

総数（人）

23,308
21,430
19,472
17,490
15,210

〈財政指標の推移〉
◆健全化判断比率

実質赤字比率
＿
＿
＿

平成21年度
平成22年度
平成23年度

連結実質赤字比率

6 .50
5 . 16
1 . 63

実質公債費比率

18 . 6
19 . 5
19 . 4

将来負担比率

166 . 6
137 . 5
119 . 6

（％） （千円）

◆財務分析
財政力指数（3カ年平均）

0 . 24
0 . 23
0 . 21

平成21年度
平成22年度
平成23年度

経常収支比率（％）

101 . 0
95 . 5
94 . 3

実質収支比率（％）

0 . 4
3 . 3
7 . 4

公債費負担比率（％）

22 . 1
22 . 2
21 . 7

◆年度末市債残高

平成21年度
平成22年度
平成23年度

市債残高

12 , 456 , 251
11 , 877 , 732
11 , 532 , 676

◆年齢別、男女別人口
年齢 0～9

731

（平成24年12月31日現在（人））

10～19

1,034
20～29

1,079
30～39

1,260
40～49

1,607
50～59

2,043
60～69

3,297
70～79

2,657
80～89

1,713
90～99

330
100～

8
総数

15,759

●
室
戸
市
の
沿
革

　
東
西
に
延
び
た
四
国
山
地
が
南
下
し

て
野
根
山
地
と
な
り
、室
戸
三
角
半
島
の

突
端
で
海
に
没
す
る
と
こ
ろ
に
、室
戸
岬

の
大
岩
礁
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
こ

は
古
く
か
ら
格
好
の
漁
場
で
、岬
に
上

が
っ
た
人
々
は
や
が
て
漁
業
を
中
心
と

し
て
集
団
化
し
、共
同
生
活
を
営
む
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
大
化
の
改
新
以
後
、古
代
の
律
令
体
制

が
確
立
さ
れ
て
い
く
な
か
で
、こ
の
地
方

に
も
、室
戸
を
中
心
に
室
津
郷
が
置
か
れ
、

『
続
日
本
紀
』『
土
佐
日
記
』『
和
名
抄
』な

ど
の
記
述
に
よ
る
と
、7
世
紀
に
は
既
に

東
土
佐
地
方
の
中
心
地
と
し
て
栄
え
て

い
ま
し
た
。17
世
紀
に
入
っ
て
、関
ヶ
原
の

後
に
山
内
一
豊
が
土
佐
に
入
国
、山
内
家

は
寺
領
の
保
護
、網
捕
鯨
事
業
の
振
興
、

津
呂
・
室
津
両
港
の
開
削
な
ど
に
尽
力

し
て
東
土
佐
を
漁
業
と
海
上
交
通
の
要

衝
と
し
ま
し
た
。

　
明
治

22
年
4
月
に
佐
喜
浜
、津
呂
、

室
戸
、吉
良
川
、羽
根
の
各
村
が
誕
生
し
、

同
43
年
に
は
室
戸
が
、次
い
で
昭
和
3
年

に
は
室
戸
岬
、同

15
年
吉
良
川
、同
18

年
佐
喜
浜
が
そ
れ
ぞ
れ
町
制
を
施
行
し

ま
し
た
。そ
の
後
、昭
和
28
年
の
町
村
合

併
促
進
法
に
基
づ
い
て
室
戸
・
室
戸
岬
・

吉
良
川
の
各
町
と
羽
根
村
の
4
町
村
が

合
併
協
議
会
を
設
置
、同

32
年
に
は
新

市
町
村
建
設
促
進
法
に
よ
り
佐
喜
浜
町

を
加
え
た
5
町
村
の
合
併
勧
告
を
受
け
、

同
34
年
3
月
1
日
に
こ

れ
ら
の
5
町
村
が

合
併
し
て『
室

〈道路〉
◆国道
総延長
舗装道
舗装率

47,500m
47,500m
100%

（平成24年1月1日現在） ◆県道
総延長
舗装道
舗装率

19,373m
19,373m
100%

（平成24年1月1日現在）

◆農道
総延長
舗装道
舗装率

85,625m
56,511m

66%

（平成24年1月1日現在） ◆林道
総延長
舗装道
舗装率

91,097m
23,200m

25%

（平成24年4月1日現在）

◆市道
総延長
舗装道
舗装率

215,800m
183,700m

85%

（平成25年1月1日現在）

〈平成23年度決算状況〉
歳入歳出差引会計名

11,227,602 
2,975,586 
180,769 
5,104 

2,006,966 
42,726 
894 

221,577 

10,771,149 
3,618,145 
180,769 
5,104 

2,005,568 
42,726 
894 

219,638 

456,453 
△642,559 

0 
0 

1,398 
0 
0 

1,939 

一般会計
国民健康保険事業特別会計
住宅新築資金等貸付事業特別会計（平成23年度で廃止）
介護認定審査会運営事業特別会計
介護保険事業特別会計
海洋深層水給水事業特別会計
障害程度区分認定審査会運営事業特別会計
後期高齢者医療事業特別会計

（千円）

歳入 歳出
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